
利
用
で
き
る
方
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
60
歳
以
上
の
方
ま
た
は
60
歳
以
上
の
配
偶

者
と
共
に
利
用
さ
れ
る
方

②
健
康
で
、
日
常
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
で

き
、
共
同
生
活
に
適
し
て
い
る
方

③
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
家
族
と
の
同
居

が
困
難
な
方

④
確
実
な
身
元
引
受
人
が
２
名
い
る
方

入
所
に
つ
い
て
　
お
申
し
込
み
は
と
き
わ
荘

へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。
入
所
申
請
用
紙
、

施
設
の
見
学
等
に
つ
い
て
は
、
と
き
わ
荘
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
に
つ
い
て
　

１
か
月
最
低
６
万
２
１
０
円
〜
（
収
入
に
応

じ
て
変
わ
り
ま
す
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘

☎
66―

３
８
３
０

佐
渡
市
栗
野
江
１
８
２
２
番
地

※

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
・
自
発
的
な
地

域
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・
自
発
的

に
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体

は
、
市
役
所
地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
　
集
落
や
自
治
会
、
地
域
づ
く
り

グ
ル
ー
プ

対
象
事
業
　
教
育
文
化
・
保
健
福
祉
・
環
境

保
全
・
産
業
振
興
等
の
分
野
で
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
事
業

※

地
域
住
民
が
自
ら
策
定
し
た
計
画
（
地
域

活
性
化
計
画
）
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
事
業
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

 

地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
事
業

　
補
助
金
額
は
、
対
象
経
費
の
７
／
10
以
内

で
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
（
た
だ
し
、
対

象
経
費
が
30
万
円
未
満
の
事
業
は
除
く
。
）

　
補
助
事
業
と
し
て
継
続
で
き
る
期
間
は
３

年
以
内
。

※

「
地
域
活
性
化
計
画
」
と
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
描
く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

※

本
補
助
金
以
外
の
助
成
事
業
と
重
複
し
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
平
成
25
年
１
月
11
日(

金)

※

募
集
期
間
中
は
、
書
類
の
書
き
方
や
補
助

制
度
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

（
本
庁
舎
３
階
）
☎
63―

４
１
５
２

　
県
で
建
設
を
進
め
て
い
る
一
般
国
道
３
５

０
号
国
仲
バ
イ
パ
ス
の
県
道
金
井
畑
野
線
か

ら
辰
巳
中
興
線
（
約
1.2
㎞
）
間
に
つ
い
て
、

軟
弱
地
盤
に
よ
る
沈
下
対
策
に
時
間
を
要
し

て
い
ま
し
た
が
、
11
月
末
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
正
式
な
供
用
開
始
日
時
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

問 
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
道
路
課

☎
74―
３
５
２
０

　
い
つ
も
海
洋
深
層
水
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
佐
渡
市
多
田
の
佐
渡
海
洋
深

層
水
分
水
施
設
で
販
売
し
て
い
る
海
洋
深
層

水
の
取
次
販
売
所
を
増
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
申
し
込
み
、
ご
購
入
方
法
に
つ
い
て

は
、
受
付
窓
口
ま
た
は
佐
渡
海
洋
深
層
水
分

水
施
設
（
☎
81―

２
６
１
１
）
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
新
設
の
取
次
販
売
所
】

　
小
木
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー

【
既
存
の
取
次
販
売
所
】

　
佐
渡
特
選
市
場

　
両
津
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

　
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ュ
ー
さ
わ
た

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
　見舞金の請求はお済みで
すか？見舞金の請求期間は、
交通災害を受けた日から起
算して「１年以内」です。
　もう一度ご確認を！
　お問い合わせは、佐渡市
役所総務課防災危機管理室
（☎63-5135）まで

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福
　
祉
　
健
　
康

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘

の
入
所
者
募
集

お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
25
年
度 

佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
の
募
集

海
洋
深
層
水
の
取
次
販
売
所
を

増
設
し
ま
し
た

国
仲
バ
イ
パ
ス
供
用
開
始
に
つ
い
て
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せ
ん

し
ゅ
う
け
ん

  

学
校
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

　
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校
で

は
、
平
成
25
年
４
月
入
学
希
望
者
を
対
象
と

し
た
学
校
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
福
祉
士
、
伝
統
建
築
、
環
境
調
査
、

環
境
再
生
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
・
公
務
員
、
陶

芸
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
程
　
11
月
10
日(

土)

、
11
月
23
日(

金
・
祝)

　
　
　
12
月
８
日(

土)

、
12
月
15
日(

土)

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
日
に
よ
り

午
後
３
時
終
了
）
（
受
付
開
始

：

午
後
１
時

〜
）

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

☎
０
２
５
９
―
6
1
―
１
１
２
２

  

第
４
回 

学
園
祭

　
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校
で

は
、
学
園
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
在
校
生

の
製
作
作
品
展
示
や
授
業
内
容
紹
介
、
成
果

発
表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程
　
11
月
23
日(

金
・
祝)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

（
佐
渡
市
千
種
）

☎
０
２
５
９
―
6
1
―
１
１
２
２

　
新
潟
大
学
教
育
学
部
と
交
流
を
続
け
て
い

る
豊
岡
集
落
の
事
例
を
通
し
て
、
過
疎
・
高

齢
化
の
進
む
佐
渡
市
に
お
け
る
今
後
の
地
域

活
動
を
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
考
え
る
機
会
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
豊
岡

集
落
の
皆
さ
ん
と

新
潟
大
学
学
生
に

よ
る
鬼
太
鼓
・
大

獅
子
の
実
演
の
ほ

か
、
地
域
の
郷
土

料
理
（
オ
オ
ビ

ラ
）
や
、
昔
懐
か

し
い
竹
ト
ン
ボ
な

ど
の
手
作
り
遊
具

や
ま
な
板
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日(

日)

正
午
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館
（
た
た
こ
う

館

：

佐
渡
市
小
木
金
田
新
田
１
５
０―

３
）

内
容

基
調
講
演  

新
潟
大
学
准
教
授 

森
下
修
次
氏

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

郷
土
料
理
・
作
品
販
売

鬼
太
鼓
・
大
獅
子
実
演

主
催
　
佐
渡
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
渡
芸
能
伝

承
機
構
（
☎
０
８
０―

６
６
３
４―

３
４
２

３
）

共
催
　
豊
岡
地
域
お
こ
し
の
会

○
年
末
調
整
説
明
会

　
源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
平
成
24
年
分

の
年
末
調
整
説
明
会
を
、
次
の
日
程
で
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
に
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
20
日(

火)

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
佐
和
田
地
区
対
象

②
午
後
２
時
〜
４
時

　
小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区
対
象

日
時
　
11
月
21
日(

水)

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
両
津
・
真
野
地
区
対
象

②
午
後
２
時
〜
４
時

　
相
川
・
金
井
・
新
穂
・
畑
野
地
区
対
象

　
こ
の
説
明
会
は
、
法
人
お
よ
び
個
人
事
業

者
の
方
で
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
該
当
す
る
地
区
の
指
定
さ
れ
た
日

時
に
出
席
で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
の
日
時

に
出
席
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
お
よ
び
法
定

調
書
の
一
部
の
用
紙
は
、
一
定
枚
数
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
用
紙
が
不
足
す
る
場
合
に

は
、
説
明
会
当
日
の
会
場
受
付
ま
た
は
佐
渡

税
務
署
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
)

か
ら
各
種
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
コ
ピ
ー
に

よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
渡
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
74―

３
２
７
６
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
税
務
署
の
担
当
部
門

に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
）

　
平
成
23
年
の
日
・
台
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ

（
航
空
自
由
化
）
協
定
の
発
効
に
よ
り
、
新

規
路
線
の
開
設
が
相
次
ぎ
、
日
台
間
の
観
光

交
流
拡
大
が
更
に
進
ん
で
い
ま
す
。
台
湾
社

会
の
現
状
、
台
湾
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
や
気

質
な
ど
に
触
れ
、
交
流
促
進
と
観
光
誘
致
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日(

火)

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
２
階
会
議
室

テ
ー
マ
　
台
湾
社
会
の
現
状
と
台
湾
人
観
光

客
の
受
入

講
師
　
新
潟
産
業
大
学
教
授
　
詹 

秀
娟 

氏

主
催
　(

財)

新
潟
県
国
際
交
流
協
会
、
佐
渡

市定
員
　
50
名

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
観
光
商
工
課
国
際
観
光
係
（
第
２
庁

舎
）

☎
63―

５
１
１
６
（
内
線
５
８
８
）

お
　
知
　
ら
　
せ

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校
か
ら

の
ご
案
内
〜
入
学
願
書
受
付
中
〜

豊
岡
集
落
と
新
潟
大
学
地
域
活
動
報
告
会

〜
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に
〜

平
成
24
年
度
　
国
際
理
解
講
座

「
ア
ジ
ア
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
」

佐
渡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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小
学
生
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
教
育
委
員
会
で
は
関
係
機
関
と
合
同

で
、
８
月
に
「
通
学
路
の
緊
急
安
全
点
検
」

（
全
国
一
斉
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
点
検
し
た
場
所
は
、
各
小
学
校
か
ら
「
危

険
」
と
報
告
さ
れ
た
１
４
８
か
所
の
内
、
特

に
緊
急
性
が
高
い
と
見
な
さ
れ
た
30
か
所
で

す
。

　
点
検
を
終
え
て
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

設
置
、
路
面
標
示
の
工
夫
、
通
学
路
の
見
直

し
な
ど
の
対
策
の
必
要
性
や
運
転
者
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
改
善
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
関
係
機
関
と
協

力
し
て
順
次
道
路
事
情
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通

事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
危
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
は
そ
の

場
で
一
声
か
け
て
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
道
路
標
識
の
指
示
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し

ょ
う

・
停
止
線
で
の
一
時
停
止
と
左
右
の
安
全
確
認

・
カ
ー
ブ
で
横
断
歩
道
あ
り
の
標
示
が
見
え

た
ら
減
速
（
道
路
の
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
は
こ
の

先
に
横
断
歩
道
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
道

路
標
示
で
す
）

・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
交
通
規
制
の
遵
守

○
歩
道
に
お
け
る
歩
行
の
妨
げ
は
な
く
し
ま

し
ょ
う

・
歩
道
内
に
車
を
駐
停
車
し
な
い

・
歩
道
に
は
み
出
し
た
垣
根
、
植
え
込
み
は

刈
り
込
む

○
歩
道
の
な
い
道
路
を
運
転
中
、
人
が
歩
い

て
い
た
ら
安
全
な
間
隔
を
保
つ
か
徐
行
を
し

ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
23―

４
８
９
８

平
成
24
年
度
標
語

気
づ
く
の
は
　
あ
な
た
の
地
域
の
　
心
の
目

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
依

然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、
子
ど
も

の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
児
童
虐
待
問
題
は

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
虐
待
の
発
生
予
防
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
の
自
立
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

総
合
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
を
含
む
幅
広
い

市
民
の
理
解
と
関
心
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
お
か
し
い
」
「
何
か
変
だ
」
と
気
付
い

た
ら
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応

し
ま
す
。

○
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
ら…

ひ
と
り
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
と
う
ま
く
か
か
わ
れ
な
い

・
自
分
だ
け
子
育
て
が
う
ま
く
で
き
な
い

・
子
ど
も
の
行
動
が
気
に
入
ら
な
い

・
子
ど
も
と
い
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る

・
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

”
相
談

“
は
子
育
て
を
支
援
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
で
す
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63―

５
２
２
２

ま
た
は
、
各
地
域
の
児
童
委
員
・
民
生
委
員

へ　
よ
り
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
め
ざ

し
、
島
内
外
で
市
民
主
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
活
動
紹
介
、
こ
だ
わ
り
の
食
、
手
作
り
の

特
産
品
、
お
も
ち
ゃ
病
院
に
い
が
た
の
臨
時

開
院
、
体
験
ブ
ー
ス
、
島
外
か
ら
の
出
展
団

体
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
（
下
段※

印
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日(

金
・
祝)

　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　
は
ま
な
す
ホ
ー
ル

入
場
無
料

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
渡
ヶ
島
新
し
い
公
共
推
進
協
議
会

市
役
所
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
佐
渡
事
務
所

内
（
担
当

：

小
林
）

☎
０
９
０―

２
５
５
１―

４
７
１
２

FAX
０
５
０―

３
６
２
６―

３
３
０
９

メ
ー
ル in

fo
@
n
a
n
-w
e
b
.o
rg

※

セ
ミ
ナ
ー
「
島
外
で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か

ら
学
ぶ
」

時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

講
師

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
フ
ァ
ー

ム
　
代
表
　
西
田
卓
司
さ
ん

特
定
非
営
利
活
動
法
人
十
日
町
市
地
域
お
こ

し
実
行
委
員
会
　
代
表
　
山
本
浩
史
さ
ん

参
加
費
　
無
料

事
前
申
込
　
不
要

　
「
大
佐
渡
石
名
天
然
杉 

遊
歩
道
」
の
今

年
度
の
一
般
開
放
は
、
11
月
下
旬
の
終
了
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
正
式
な
日
に
ち
は
、
降
雪
状
況
等
に
よ
り

決
ま
り
次
第
、
県
・
佐
渡
市
・
佐
渡
観
光
協

会
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
文
字
放
送
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※

来
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
融
雪
状
況
を
勘
案
の
上
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

問 

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　
林
業
振
興
課
☎
74―

３
３
９
５

　
佐
渡
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

　
地
域
振
興
課
☎
74―

３
１
２
９

お
　
知
　
ら
　
せ

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

第
２
回
　
地
域
づ
く
り
活
動
見
本
市

粋
域
ふ
れ
あ
い
い
ち
ば

「
大
佐
渡
石
名
天
然
杉 

遊
歩
道
」

冬
期
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

通
学
路
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
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トラクター・耕運機(ディーゼル)・船外機・バイク・重機

出張高価買取 いたします！

㈱アクティーインターナショナル 佐渡営業所 担当 新宮
 お気軽にお電話ください！ ☎0259-66-2695 

例 コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
  草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

☆更に！鉄・非鉄金属は 出張無料回収 いたします！

　
市
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　※

単
身
で
の
申
込
み
可
能

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
町
22
番
地

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
53
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
２
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
０
０
０
円

◆
吉
井
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
５
６
８
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
３
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
１
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
３
６
０
０
円

◆
天
沢
住
宅
１
（
羽
茂
）

　
所
在
地
　
羽
茂
１
６
３
３
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
59
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
１
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
新
町
団
地
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
65
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
11
月
30
日(

金)

午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
12
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名※

県

営
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
住
宅
係
（
本
庁
舎
３
階
）

☎
63―

５
１
１
８

　
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

【
応
募
資
格
】

※

共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に

該
当
す
る
こ
と
。

・
お
り
と
住
宅
「
⑤
」

・
吉
井
住
宅
、
天
沢
住
宅
１
、
炭
屋
町

住
宅
、
青
柳
寺
住
宅
「
④
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、
新
町
団
地
「
④
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課(

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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10
月
８
日
、
「
生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
ト
キ
の
む
ら

元
気
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
か
ら
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

大
型
希
少
鳥
類

を
シ
ン
ボ
ル
に

保
護
活
動
に
取

り
組
む
４
市

（
山
口
県
周
南

市
の
ナ
ベ
ヅ

ル
、
鹿
児
島
県

出
水
市
の
万
羽

ヅ
ル
、
兵
庫
県

豊
岡
市
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
、
佐
渡
市
の
ト
キ
）
が
連
携
し
、
毎
年

持
ち
回
り
で
開
催
し
情
報
交
換
を
行
う
も
の

で
、
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
た
め
に
」

と
題
し
た
基
調
講
演
で
は
、
山
階(

や
ま
し
な)

鳥

類
研
究
所
名
誉
所
長
の
山
岸
哲(

や
ま
ぎ
し
さ
と

し) 

氏
よ
り
、
野
外
給
餌
の
問
題
点
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
市
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
活
動
報

告
に
加
え
て
、
佐
渡
と
同
じ
く
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
石
川
県
能
登
の
子
ど
も
代
表
に

よ
る
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
佐
渡
K
i
d
s
生

き
も
の
調
査
隊
は
、
佐
渡
の
人
た
ち
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
学
び
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

た
い
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
生
き
も
の
と
の
共
生
を
活
用
し
た

地
域
振
興
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
４
市
の
代
表
の
ほ
か
、

岩
首
談
義
所
事
務
局
の
大
石
惣
一
郎
さ
ん
、
佐
渡

青
年
会
議
所
理
事
長
の
伊
藤
慎
太
郎
さ
ん
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
４
市
の
現
状
、

保
護
の
状
況
、
大
型
希
少
鳥
類
を
通
じ
て
の
交
流

人
口
促
進
、
地
域
活
性
化
等
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
今
後
と
も
４
市
の
連
携
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
26
年

１
月
に
鹿
児
島
県
出
水
市
を
開
催
予
定
地
と
し
て

い
ま
す
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
10
月
２
日
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ
の
寄

付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
様

よ
り
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ト
キ
の
シ
ン
ボ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
か
た
ど
っ

た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
製
作

し
、
販
売
し
た
代
金
の
一

部
を
寄
付
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
取
り
組
み
に
よ

る
も
の
で
す
。
ご
芳
志

は
、
ト
キ
の
生
息
環
境
整

備
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

☎
24―

６
０
４
０

　
10
月
13
日(

土)

と
14
日(

日)

、
両
津
・

新
穂
地
区
と
小
木
地
区
で
、
「
佐
渡
ト
キ

ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
北
は
宮
城
県
、
南
は
福
岡
県
か
ら
、
２

日
間
で
延
べ
３
８
２
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
参
加
者
は
自
分
た
ち
の
脚
力
に
あ
わ

せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
、

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

佐
渡
の
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
「
佐
渡

両
津
・
ト
キ
と
の
出
逢

い
の
み
ち
」
で
、
お
ん

で
こ
ド
ー
ム
を
ス
タ
ー

ト
し
、
牛
尾
神
社
や
ト

キ
交
流
会
館
、
ト
キ
の

森
公
園
な
ど
を
巡
る
12

㎞
コ
ー
ス
と
、
そ
こ
か

ら
更
に
、
両
津
博
物
館

や
樹
崎
神
社
、
加
茂
湖

周
辺
を
巡
り
、
お
ん
で

こ
ド
ー
ム
に
戻
る
24
㎞

コ
ー
ス
で
し
た
。

　
２
日
目
は
、
「
佐
渡

小
木
・
千
石
船
の
里
の

み
ち
」
で
、
小
木
み
な

と
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
て
、
矢

島
・
経
島
や
宿
根
木
を
巡
る
12
㎞
コ
ー
ス

と
、
更
に
沢
崎
鼻
灯
台
、
佐
渡
太
鼓
体
験
交

流
館
ま
で
巡
る
24
㎞
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
今
年
、
38
年
ぶ
り
に
自
然
界
で
ト
キ
の
ひ

な
８
羽
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
自
然
界
の
ト

キ
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
つ
か
は
大
空
を
舞
う
ト
キ
の
姿
に
出
逢
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

佐渡Ｋｉｄｓ生きもの調査隊
による活動発表

加茂湖周辺の遊歩道

矢島・経島

山菜汁のサービス

琴浦～宿根木遊歩道

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

96

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
２
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
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「
粉
成
」
さ
れ
、
粉
状
に
な
っ
た
鉱
石

を
、
水
を
入
れ
た
立
桶
に
入
れ
か
き
回
し

ま
す
。
濁
っ
た
上
水
は
「
上
船
」
と
い
う

板
製
の
水
槽
に
入
れ
、
底
に
溜
ま
っ
た
砂

状
の
鉱
石
を
再
度
石
磨
に
か
け
て
立
桶
に

入
れ
、
濁
っ
た
上
水
を
ふ
た
た
び
上
船
に

集
め
ま
す
。

　
上
船
の
底
に
溜
ま
っ
た
「
摺
物
」
と
呼
ば

れ
る
沈
殿
物
を
、
両
脇
に
縁
を
付
け
た
板

（
長
さ
８
尺
か
ら
１
丈
４
寸
位
・
幅
７
寸
）

に
木
綿
を
敷
き
、
水
と
一
緒
に
流
し
ま
す
。

こ
れ
を
「
ね
こ
流
し
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
木
綿
を
「
ね
こ
木
綿
」
と
い
い
、

繊
維
の
間
に
比
重
の
高
い
金
銀
の
粒
子
を

溜
め
ま
す
。
そ
れ
を
「
打
ち
込
み
桶
」
水

洗
い
し
て
、
ゆ
り
板
で
純
度
の
高
い
金
銀

に
選
り
分
け
ま
す
。
純
度
の
低
い
も
の
は

再
度
ね
こ
流
し
へ
、
粒
状
の
も
の
は
石
磨

に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。

　
繊
維
に
溜
ま
ら
な
い
軽
い
不
純
物
は
、

「
尻
船
」
と
い
う
水
槽
に
溜
め
ま
す
。
こ

の
尻
船
に
溜
ま
っ
た
不
純
物
は
、
何
度
も

ね
こ
流
し
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
鉱
石
か
ら
金
銀
を
１
０
０
％
近

く
採
取
し
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く(

13)

　
　
　
― 

ね
こ
流
し 
―

ゆり板を用いて、金銀を採取
している。

ねこ流しは女性が中心。
いずれの絵巻にも乳飲み
子を抱えた女性が描かれ
ている。

ねこ流しの語源は、砂金採集で用いる

「ね茣蓙」からきているという。
ご  ざ

　
「
銀
行
に
預
け
て
お
い
た
の
で
は
、
お

金
が
も
っ
た
い
な
い
」
「
配
当
金
が
、
元

本
の
数
倍
の
額
に
な
る
」
な
ど
と
言
葉
た

く
み
に
勧
誘
し
、
高
額
な
投
資
を
さ
せ
た

後
、
配
当
金
も
渡
さ
れ
ず
業
者
と
も
連
絡

が
で
き
な
く
な
る
「
投
資
詐
欺
」
の
相
談

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

【
具
体
例
】

・
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
父
の
も
と
に

業
者
が
足
繁
く
訪
問
し
、
高
利
回
り
の

商
品
を
勧
め
た
た
め
、
父
は
根
負
け
し

て
数
百
万
単
位
の
お
金
を
複
数
回
、
投

資
し
て
し
ま
っ
た
。
３
回
ほ
ど
配
当
金

が
振
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
後
、
配
当

は
無
い
。
父
に
解
約
す
る
よ
う
伝
え
て

も
、
業
者
を
信
用
し
て
い
て
解
約
を
拒

否
す
る
。

・
知
り
合
い
の
女
性
に
「
預
け
た
お
金
の

６
倍
７
倍
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
」
と

勧
め
ら
れ
て
、
生
活
資
金
の
数
百
万
円

を
海
外
の
投
資
業
者
に
支
払
っ
た
。
中

途
解
約
で
き
な
い
契
約
だ
っ
た
の
で
待

っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
配
当
は
無
く
、

業
者
か
ら
も
連
絡
が
な
い
。

・
突
然
自
宅
に
電
話
で
「
佐
渡
ゴ
ー
ル
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
に
投
資
し
ま
せ
ん
か
」

と
勧
誘
が
あ
っ
た
。
配
当
率
の
高
さ
や
安

全
性
ば
か
り
一
方
的
に
話
し
、
事
業
の
内

容
や
元
本
割
れ
の
危
険
性
等
に
つ
い
て

は
全
く
説
明
が
な
か
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
業
者
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を
反
映

さ
せ
、
「
い
か
に
も
存
在
し
そ
う
」
と
思

わ
せ
る
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
使
っ
て
勧
誘

し
ま
す
。
発
展
途
上
国
の
土
地
開
発
、
太

陽
光
発
電
事
業
、
二
酸
化
炭
素
排
出
権
取

引
な
ど
に
投
資
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

○
「
年
２
５
０
％
の
収
益
率
」
「
月
間
40
％

の
高
配
当
」
「
国
が
保
証
」
な
ど
と
い
う

よ
う
な
投
資
商
材
は
基
本
的
に
存
在
せ

ず
、
ま
た
、
特
別
に
自
分
だ
け
が
儲
か
る

と
い
う
よ
う
な
事
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

○
投
資
で
あ
れ
、
資
産
運
用
で
あ
れ
、
元
本

が
絶
対
保
証
さ
れ
る
事
は
あ
り
得
な
い
こ

と
で
あ
り
、
元
本
割
れ
の
危
険
性
を
説
明

し
な
い
業
者
は
、
信
用
で
き
な
い
と
思
っ

て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

○
一
度
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り

戻
す
の
は
極
め
て
困
難
で
す
。
う
ま
い
話

を
持
ち
か
け
ら
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

○
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
支
払
う
前
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
）
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

「
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
勧
誘
！

　
　
　
　
　
投
資
詐
欺
に
注
意
！
」

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

う
わ
ぶ
ね

い
し
う
す

す
り
も
の

し
り
ぶ
ね こ

な
し

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど
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標
高
１
７
０
ｍ
、
市
内
小
中
学
校
の

積
雪
記
録
保
持
校
で
す
。
雪
は
、
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
い
遊
び
を
与
え
て
く
れ

る
だ
け
で
な
く
、
夏
で
も
豊
か
な
水
を

恵
ん
で
く
れ
ま
す
。
山
、
川
、
田
等
、

自
然
豊
か
な
環
境
に
学
校
は
あ
り
ま

す
。

　
児
童
数
は
14
名
で
す
。
運
動
会
や
市

音
楽
発
表
会
の
取
り
組
み
、
日
ご
ろ
の

清
掃
、
給
食
配
膳
等
も
全
校
児
童
が
協

力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
の
学
校
支
援
事
業
を

活
用
し
、

ふ
る
さ
と

を
学
ぶ
、

ふ
る
さ
と

の
人
か
ら

学
ぶ
活
動

を

通

し

て
、
進
ん

で
人
と
関

わ
り
、
進

ん
で
学
ぶ

態
度
の
育

成
、
川
茂

に
誇
り
と
愛
着
を
も
て
る
人
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

生
活
科
、
総
合
学
習
、
学
校
行
事
等
に

地
域
の
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
椎
茸
栽

培
、
野
菜
作
り
、
郷
土
食
作
り
、
高
齢
者

や
保
育
園
児
と
の
交
流
会
、
佐
渡
お
け
さ

講
習
会
等
で
す
。

　
運
動
会
、

文
化
祭
は
地

域
・
保
育
園

と

合

同

で

す
。
運
動
会

で
は
、
生
演

奏
・
歌
に
合

わ
せ
て
み
ん

な
で
佐
渡
お

け
さ
を
踊
り

ま
し
た
。

 

　
今
年
度
末
で
閉
校
と
な
り
ま
す
。

　
文
化
祭
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
話
劇
に

代
え
、
川
茂
の
自
慢
、
学
校
の
歴
史
を
発

表
し
ま
す
。
郷
土
史
家
に
学
ん
だ
り
、
老

人
会
・
祖
父
母
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
作
品
展
で
は
、
地
元
書
家
の
指
導
の

下
、
自
由
題
の
掛
け
軸
を
教
室
に
、
学
校

や
地
域
へ
の
思
い
を
書
い
た
１
ｍ×

３
ｍ

の
紙
を
体
育
館
に
全
校
児
童
分
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
特
別
教
室
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
校
記
録
写
真
、
全
校
文
集
を
展
示
し

ま
す
。
原
風
景
の
一
端
に
触
れ
、
地
域
、

家
族
で
母
校
へ
の
思
い
を
語
り
合
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
☎
23―

４
８
９
８

図2　押される力によってできる山は
隆起して高くなる。

図1　火山でできた山は噴火のたびに
高くなる。

　
「
金
北
山
は
火
山
で
は
な
い
の
で
す
。
」

ジ
オ
サ
イ
ト
を
案
内
す
る
道
中
、
佐
渡
の
最

高
峰
金
北
山
の
話
題
に
は
よ
く
触
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
発
言
を
聞
い
て
驚
く
の
は
た

い
て
い
佐
渡
に
住
ん
で
い
る
方
々
で
す
。

　
現
在
、「
死
火
山
」
と
い
う
用
語
は
使
用

せ
ず
、「
活
火
山
」
か
「
活
火
山
で
な
い
山
」

と
い
う
よ
う
に
区
別
を
し
て
い
ま
す
。
活

火
山
の
定
義
は
、「
お
お
む
ね
過
去
１
万

年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
お
よ
び
現
在
活

発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
火
山
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
金
北
山
を
つ
く
る
地
層
は
２
千

万
年
前
の
も
の
。
当
然
、
活
火
山
で
は
な

い
の
で
す
。

　
で
は
、
金
北
山
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

山
な
の
で
し
ょ
う
か
？
金
北
山
の
地
層
の

ほ
と
ん
ど
は
約
２
千
万
年
前
に
陸
上
で
噴

火
し
た
火
山
か
ら
出
て
き
た
溶
岩
な
ど
で

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後

佐
渡
島
は
深
い
海
に
沈
む
時
代
を
迎
え
ま

す
。
そ
し
て
、
約
３
百
万
年
前
か
ら
金
北

山
を
つ
く
る
岩
石
は
大
地
が
動
く
力
に
よ

っ
て
海
底
か
ら
持
ち
上
げ
ら
れ
、
現
在
の

佐
渡
島
の
山
々
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
金
北
山
の
土
台
は
大
昔
の
火
山
か
ら
流

れ
出
た
も
の
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

金
北
山
が
高
く
な
っ
た
の
は
、
噴
火
の
力

で
は
な
く
、
大
地
が
動
く
力
に
よ
っ
て
持

ち
上
げ
ら
れ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　
富
士
山
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
富

士
山
は
お
椀
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

き
れ
い
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
真
中
に
は

噴
火
口
が
あ
り
、
最
近
で
は
そ
の
火
山
活

動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
金
北
山
は
き
れ
い
な
お
椀
…
の
よ
う

に
は
見
え
ま
せ
ん
。
ご
つ
ご
つ
し
た
形
が
特

徴
で
す
。
こ
れ
は
、
噴
火
の
た
び
に
溶
岩
が

積
み
重
な
り
大
き
く
成
長
し
て
い
く
山
（
図

１
）
と
、
大
地
が
動
く
力
で
押
さ
れ
、
持
ち

上
が
っ
た
山
（
図
２
）
と
の
違
い
で
す
。

　
富
士
山
の
美
し
さ
は
世
界
で
も
有
名
で

す
。
し
か
し
、
金
北
山
の
で
き
方
は
、
持
ち

上
が
っ
た
と
い
う
意
味
で
世
界
の
最
高
峰
エ

ベ
レ
ス
ト
の
で
き
方
と
同
じ
な
の
で
す
。

　
人
々
が
金
北
山
に
登
る
理
由
は
、
貴
重
な

高
山
植
物
や
豊
か
な
自
然
を
観
察
で
き
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
地
の
力
に
よ

っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
た
山
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
の
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
で
今
ま
で
と
は

違
っ
た
発
見
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑲

金
北
山
は
死
火
山
な
の
？

　
佐
渡
市
立 
川
茂
小
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
放
送
大
学
公
開
講
演
会
（
真
野
地
区
）

　
９
月
７
日(

金)

、
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
に
て

放
送
大
学
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
佐
渡
市
出
身
の
新
潟
大
学
人
文
学

部
教
授
・
池
田
哲
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

「
佐
渡
の
民
俗
と
文
化
〜
柳
田
國
男
と
宮
本

常
一
の
民
族
研
究
を
と
お
し
て
〜
」
と
題
し

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
渡
は
民
族
事
象
の
豊
富
な
と
こ
ろ
と
し

て
、「
文
化
の
吹
き
溜
ま
り
」「
日
本
の
縮
図
」

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
渡
に
お
け

る
民
俗
研
究
は
早
い
時
期
か
ら
始
ま
り
、
多
く

の
経
済
実
態
調
査
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
講
演

で
は
、
佐
渡
を
訪
れ
た
柳
田
國
男
と
宮
本
常
一

と
い
う
二
人
の
著
名
な
民
俗
学
者
を
取
り
あ

げ
、
地
元
の
研
究
者
と
の
交
流
や
研
究
を
通

じ
、
佐
渡
の
農
業
指
導
や
民
具
収
集
・
民
俗
芸

能
の
復
興
な
ど
を
説
き
、
島
内
外
の
人
と
と
も

に
佐
渡
の
地
域
振
興
に
力
を
注
い
だ
お
話
に
つ

い
て
、
佐
渡
来
訪
時
の
貴
重
な
写
真
や
資
料

（
語
り
部
の
録
音
テ
ー

プ
な
ど
）
を
交
え
て
ご
教

授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
80
名
余
り
が

参
加
し
池
田
先
生
の
お

話
に
興
味
深
く
聞
き
入

り
大
変
勉
強
に
な
っ
た

様
子
で
し
た
。

　
赤
泊
人
生
駅
伝
大
会

　
　
秋
雨
模
様
の
10
月
７
日(

日)

に
、
今
年
で

32
回
目
を
迎
え
る
「
赤
泊
人
生
駅
伝
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
本
選
の
部
（
赤
泊
地
区
分
館
対
抗
）

か
ら
６
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
部
か
ら

25
チ
ー
ム
の
計
31
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
地
区
本
選
の
部
で
は
「
徳
和
Ａ
チ
ー
ム
」

が
序
盤
か
ら
首
位
を
キ
ー
プ
し
、
大
会
12
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
参

加
の
部
で
は
「
小
木
中
男
子
バ
ス
ケ
部
」
が

初
出
場
な
が
ら
、
終
始
安
定
し
た
走
り
を
見

せ
て
初
優
勝
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
沿
道
や
ゴ
ー
ル

で
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
皆
様

な
ら
び
に
、
大
会

役
員
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【資料紹介】
　佐渡市中原にある若一王子神社の宮司 矢田有年さんから、ご自

身の著書を、中央図書館、さわた図書館にご寄贈いただきました。

　神社や矢田家、佐渡の本間氏などについて記載されています。

「佐渡本間氏祖廟 若一王子神社由緒」矢田有年//著

　別冊「佐渡本間物語」山中観一//著

　著者 坂田金正さんからご自身の著書を中央図書館にご寄贈いた
だきました。
「動物ドクターから観たおもしろアニマルたち」坂田金正//著

　著者 伊藤実さんのご家族の方から、佐渡市の各図書館へご寄贈
いただきました。
「シルクロード、ひと夏の旅」伊藤実//著
「おじさん、馬をかう」伊藤実//著
「トスカーナ夏物語　－イタリアの楽園」伊藤実//著

Ｑ　図書館の資料には事典類や新聞な
ど、貸出ができないものがあります
が、コピーをすることはできますか？

Ａ　図書館では、著作権法の範囲内で
図書館の資料をコピーすることがで
きます。
　　大きさはＡ３サイズまで、白黒のみ
です。（カラーコピーはできません。）
　　複写料金は、１枚20円です。
　　当日の新聞や、雑誌の最新号、お
客様ご自身の持ち込みの資料につい
ては、コピーを遠慮していただいて
おります。

　ご不明の点は、図書館窓口へお問い
合わせください。

にゃくいちおうじじんじゃ

にゃくいちおうじじんじゃゆいしょさ　ど ほんま  し  そびょう

や　た ありとし

【知って便利！　図書館活用術】

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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懇親会にて甲斐市長、祝市議会議長を囲んで（於：ホテル万長）懇親会にて甲斐市長、祝市議会議長を囲んで（於：ホテル万長）

第７回 ふるさと再発見の旅 佐渡旅行を実施!!
　首都圏佐渡連合会主催の「ふるさと再発見の旅」佐渡旅行は
10月６日(土)から８日(祝・月)、２泊３日の旅程で実施しまし
た。天候にも恵まれ、参加者58名で昨年に次ぐ観光団です。
　旅行テーマは、秋の大佐渡スカイラインと“おけさ柿”の里め
ぐり、―フルーツ天国・佐渡―美味の現地探訪。佐渡特産品のお
けさ柿、りんご等の果樹に注目、ＰＲを含めたテーマ設定です。
１日目：大佐渡スカイライン→佐渡版画村美術館→（相川泊・
懇親会）
２日目：おけさ柿の里・柿団地（羽茂）見学→柿選果場→西三
川果樹園見学→昼食（潮津の里）→北雪酒造酒蔵見学→松ヶ崎
ヒストリーパーク→紅葉山公園→小倉千枚田（棚田）→長谷寺
→両津港（両津泊・自由泊）
３日目：両津港集合、新潟港にて解散
　今回、柿団地見学と合わせて、「トキ」の棲息風景が見られ
たことはラッキーでした。
　本旅行の特長として、①佐渡出身者による「ふるさと再発見
の旅」をコンセプトに、毎回、佐渡地域の中でコースを変え、
その時々の話題性を織り込みながらテーマを設定しているこ
と。②２泊のうち１泊は自由泊で、個人やグループ参加計画に
ドッキングできる。③集合・解散は新潟港（両津港も可）で、
新潟エリアからも参加できる。④旅行企画、運営、実施まで内
部の観光部会で行い、多様な参加ニーズに対応している。
　これからも、魅力のある佐渡観光へ皆の知恵を集めることが
大切です。
　今回の旅行で関係者の皆様に大変ご協力頂き有り難うござい
ました。

（文責：首都圏佐渡連合会　観光部会長　名畑　榮雄）

 当市にご寄附をいただき、お礼申し
上げます。

　佐渡市での検診実施については、各戸
配布の「佐渡市の健康づくりサービス」
または「佐渡市ホームページ」でご確認
ください。また、４月からメール配信サ
ービス・くらしの情報にて、検診日程も
お知らせしています。
　配信希望される方は、ページ末尾の
「佐渡市メール配信サービス」をご覧く
ださい。
お問い合わせ
佐渡市市民生活課健康推進室 ☎63－3115
        両津支所 市民課 ☎27－2114
        相川支所 市民課 ☎74－0339
        羽茂支所 市民課 ☎88－3111

○物品
　絵画　１枚
　　間島 和之 様（神奈川県横須賀市）
　扇絵　１枚
　　後藤 扇松 様（岡山県倉敷市）
○不動産
　土地　吉岡地内　1,721㎡
　　株式会社ホクエツ信越
　　代表取締役　小山田 幸雄 様

寄付のお礼

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
　
　

★
面
談
方
式
で
す
。

　
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

　
　
午
後
１
時
〜
５
時
　
　
　

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権

の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ

ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に

よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め

事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等

の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・

遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財

産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55
―
３
１
１
７

 検診では、初期段階のがんを発見することが
できます。初期に適切な治療を受けることで、
体の負担を少なくすることができます。
 毎日寝る前に歯をみがくことが当たり前にな
っているように、がん検診を定期的に受けるこ
とを習慣にしましょう。
 いつもの暮らしに、がん検診を。

いつもの暮らしに、
受診で早期発見！ を。がん検診

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 9.13～10.15届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

9.17

9.21

9.25

9.27

9.21

9.5

9.12

9.18

9.21

9.21

9.23

9.24

10.1

10.2

9.8

9.9

9.14

9.26

9.27

希

光伸

裕貴

遥

秀史

祐輔

大希

大輔

和宏

貴弘

啓

吏

好則

大輝

巧英

考史

暁

貴之

章雄

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

両津湊

浜田

長江

梅津

相川栄町

東大通

八幡

河原田本町

八幡

窪田

八幡町

東大通

八幡

中原

千種

千種

泉

千種

千種

（はな）

（ようた）

（せいら）

（そうや）

（はやと）

（かりん）

（みのり）

（ゆい）

（とうが）

（えみ）

（はるか）

（れお）

（はるま）

（りのあ）

（あかり）

（ゆうた）

（ゆずき）

（あいる）

（なのは）

石　山　羽　菜

本　間　耀　太

小　菅　星　空

中　川　颯　也

片　貝　隼　音

本　間　花　梨

齋　藤　実乃莉

二　岩　由　愛

鶴　間　刀　我

小　崎　絵　未

北　　　　　遥

石　塚　玲　和

矢　田　悠　真

加　藤　理乃愛

小　林　あかり

小　泉　佑　太

本　間　柚　希

佐々木　愛　琉

池　　　菜　花

9.14

9.16

9.16

9.16

9.17

9.23

9.25

9.26

9.27

10.3

10.4

10.11

10.14

10.14

9.18

9.18

9.20

9.23

9.27

9.30

9.30

10.2

10.3

10.3

10.5

10.8

10.9

9.18

9.20

9.26

9.27

10.1

84

39

94

85

84

90

90

67

59

90

61

73

87

81

65

76

81

69

100

75

78

87

73

101

89

72

58

87

90

75

87

76

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

梅津

春日

加茂歌代

豊岡

願

加茂歌代

吾潟

潟端

両尾

長江

歌見

加茂歌代

浦川

下横山

二見

二見

米郷

北片辺

戸中

稲鯨

相川坂下町

相川大浦

稲鯨

石花

相川大浦

高千

相川下戸村

山田

八幡町

八幡

鍛冶町

鍛冶町

藤　井　テツ子

中　川　智　絵

後　藤　ツ　ル

川　原　　　子

木　村　孝　司

市　橋　浅　野

菊　池　ミ　ヨ

甲　斐　勝　子

和　田　　　弘

佐　野　ス　ガ

平　竹　則　夫

三　井　芳　子

竹　内　正　巳

内　海　三　枝

竹　内　由　男

石　塚　重　勝

髙　野　巳代七

池　田　治　一

渡　邊　ミ　サ

岩　﨑　眞千子

安　達　道　代

中　村　久　栄

岩　﨑　　　男

永　野　武　平

関　口　ヨシノ

京　家　テ　ル

加　藤　三　枝　

井　上　ミ　オ

石　塚　武　臣

南　　　貫　司

中　村　一　夫

吉　良　三　夫

10.8

10.13

10.1

10.4

10.12

10.14

9.23

9.27

9.28

9.29

10.1

10.11

10.13

9.13

9.25

9.26

10.3

9.14

9.20

9.21

9.27

10.1

10.8

10.9

10.12

10.10

9.18

9.14

9.18

9.22

10.5

10.8

10.10

97

70

87

95

93

99

73

67

89

100

82

93

84

72

93

82

99

92

95

86

94

77

83

90

94

80

100

78

96

97

99

83

99

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

河原田諏訪町

上長木

中興

貝塚

三瀬川

金井新保

上新穂

新穂舟下

新穂

新穂長畝

新穂長畝

新穂瓜生屋

新穂瓜生屋

栗野江

小倉

畑野

小倉

金丸

椿尾

竹田

長石

椿尾

真野新町

真野大川

西三川

深浦

羽茂本郷

羽茂上山田

羽茂三瀬

羽茂小泊

羽茂本郷

杉野浦

下川茂　

本　多　フ　サ

渡　邉　康　典

石　塚　　　學

大　　　ミツヱ

齋　藤　シ　カ

市　橋　ス　ヱ

計　良　和　子

佐　藤　吉　男

近　　　ミツ子

野　﨑　テ　リ

野　﨑　圭　吾

末　武　佐　市

金　澤　快　慶

木　村　　　武

余　湖　伊　作

大　﨑　美智子

余　湖　ヨ　シ

　　林　善　之

岡　﨑　ヨ　シ

遠　藤　フ　ジ

逸　見　サ　ヨ

髙　野　冨美子

山　田　シ　ゲ

水　上　喜一郎

浅　井　チ　カ

菊　地　　　勉

金　子　ヲ　タ

瀬　戸　和　枝

田　村　ハ　ル

岡　﨑　　　久

伊　藤　フテオ

後　藤　喜一郎

風　間　房　治

10.2

10.2

9.27

9.1

9.22

9.24

9.29

10.4

9.10

9.12

9.20

9.20

9.11

9.11

10.7

9.19

9.24

9.25

9.24

10.4

朋和

琢郎

実紀典

達也

賢司

和人

裕介

明

考介

貴之

寿和

利広

雅俊

貴宏

聖和

祥祐

寿正

三広

豊

隆克

金　井

　〃

新　穂

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

赤　泊

　〃

千種

千種

新穂潟上

畑野

栗野江

畑野

畑野

栗野江

真野新町

長石

西三川

長石

琴浦

小木

小木木野浦

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂本郷

徳和

杉野浦

（けいた）

（あきと）

（ねねか）

（かえで）

（だいち）

（てんま）

（かほ）

（あんり）

（はるか）

（かなと）

（たまき）

（なな）

（くれあ）

（ゆうと）

（じんと）

（まきの）

（しゅうと）

（せいた）

（ななと）

（ぜん）

横　尾　恵　多

鈴　木　暁　斗

土　屋　寧々華

本　間　　　楓

土　屋　大　智

細　野　天　慎

菊　池　夏　帆

中　村　庵　李

池　田　　　遥

村　山　奏　斗

入　舟　珠　妃

門　野　那　奈

影　山　紅　愛

桃　井　悠　翔

畠　野　迅　人

花　田　茉葵乃

本　間　周　人

髙　椿　晴　多

本　田　七　翔

後　藤　　　閃

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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　学校給食では、食育の推
進と地場産物の使用拡大を
目指し『地産地消』に取り組んでいます。この日の佐渡
産食材は、米、牛乳、さつまいも、ねぎ、にんじん、椎
茸、打豆、りんごでした。
　羽茂小学校の給食で使用している豆腐やみそは、羽茂
地区で作られています。児童は、総合学習の時間に豆腐
店や味噌蔵に見学に行き、地元の食文化に触れながら学
習を進めています。給食の時間に豆腐やみそのほか、地
元地域の野菜や果物などの収穫地を紹介し、身近な人た
ちが給食に携わってくれていることを実感し、感謝の気
持ちをもって給食を食べています。
　羽茂小学校は、全学年がランチルームで一緒に給食を
食べます。給食時間の最初は、『もぐもぐタイム』です。
この時間内に、給食が食べ終わるようにお話をしない時
間にしています。その後は、『あゆっこ仲良し放送』の時
間になり、クイズを楽しんだり、友達や先生との会話をし
ながらおいしく給食を食べています。そして、給食後に全
校一斉にむし歯予防
のための『歯みがき
タイム』があり、歯
みがきの音楽に合わ
せて、丁寧に磨いて
います。

①生椎茸は食べやすい大き
さに切る。軸もスライスして
おく。しめじは、小房に分け
ておく。
②焼きのりは、細かくちぎ
っておく。
③フライパンにごま油を熱
し、①を炒める。きのこが
しんなりしてきたら火を止
めて、端にきのこを寄せて
しょうゆを入れる。一混ぜ
してから再度炒める。
④火を消す寸前にかつお節
を入れて混ぜる。火を消し
た直後に焼きのりを入れて
混ぜる。

⑤器に盛り、小口切
りにした青ねぎを散
らす。

朝食メニュー
●ごはん●みそ汁
●鮭ともやしの蒸し焼き
（佐渡産）●椎茸の炒め
もの（佐渡産）●りんご
（佐渡産）

自然に近い栽培にこだわる　椎茸職人

若林 ちづる さん（新穂北方）

給食の様子

さつまいもごはん、牛乳、
ぶたすき焼き、キャベツの
ごまあえ、打豆のみそ汁、
りんご

　椎茸は、食物繊維やミネラ
ル、旨み成分が豊富で、食材や
出汁をとるものとしてなじみの
深い食材です。

　若林さんは、お父さんの後を継いで、平成元年から椎茸の
原木栽培に取り組み、平成８年からは菌床栽培も始めました。
　原木栽培では、春に収穫して乾燥させた椎茸を出荷しま
す。スライスして乾燥させた椎茸は、市内の学校給食にも使
われています。
　菌床栽培では、９月から５月にかけて生椎茸として収穫
し、朱鷺夕映え市や島内のイベント会場で販売するほか、佐
渡特選市場や両津夷のうまいもんやでも販売しています。
　栽培について悩みも多かったが、ここ３・４年は、大きく肉
厚な椎茸を栽培することができるようになり、「自然に近い栽
培をするようになったことが、いい結果になっているのかも」
とのこと。自分にできる範囲で、自然に近い椎茸栽培を続けて
いきたいと語ってくれました。
　おすすめの食べ方は、軸を取って冷凍した生椎茸を、鍋や
炒めものにすること。冷凍することで椎茸の旨みが増すとの
ことです。

●材料（１人分）
・生椎茸　　小２枚
・しめじ　　1/4パック
・焼きのり　1/4枚
・かつお節　小1/4パック
・青ねぎ　　少々

調味料
・ごま油　　大さじ1/2
・しょうゆ　大さじ1/2
・みりん　　小さじ1/2

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

椎 茸

学校給食
チオシイ

食育 元気⑧
笑顔まるごと！
シリーズ

椎茸の炒めもの

羽茂小学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

津軽三味線 小林親子が語る

プログラム
①講演「こころと薬の話」
　新潟いのちの電話後援会会長
　新潟薬科大学名誉教授　及川 紀久雄さん
②津軽民謡演奏とトーク
　津軽三味線奏者　髙橋竹育さん
　　　　　　　　　小林史佳さん
お問い合わせ
　市役所市民生活課健康推進室 ☎63-3115
　新潟いのちの電話後援会 ☎025-280-5677

主催　佐渡市小学校教育研究会、佐渡市中学校教育研究会
後援　佐渡市、佐渡市教育委員会
入場無料ですが、整理券が必要です。市内各小中学校にございます。
11月22日(木)締め切りですので、お早めにお願いします。
新潟県内では、新潟市・長岡市・十日町市を始め、数多くの市町村や学校で
お話をされ、どの会場も「子育てのためにもっと早く聞きたかった。」など
の感想が寄せられています。
※当日、抽選で講師の本をプレゼントします。
（講師の本の販売も講演後に行います。）
お問い合わせ
　真野中学校（☎55-2104　風間）
　畑野小学校（☎66-2019　池田）

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 

　長野県生まれの栃木県育ち。奈良女子大学理学部物理学
科卒。ロボットの人工知能開発から脳と言葉の研究に取り
組む脳科学者。
　「世界一受けたい授業」「さんまのホンマでっか！？ＴＶ」
「日本語なるほど塾」 などの多数のテレビ出演あり。

日時　11月27日(火)午後６時30分～８時（開場：午後６時）
会場　アミューズメント佐渡
講師　黒川伊保子（(株)感性リサーチ代表取締役）

［講師プロフィール］

（開場：12時30分）日時 11月25日(日) 午後１時～３時
会場  両津文化会館

入場
無料

脳そだての黄金ルール脳そだての黄金ルール
～脳を活性化する暮らし方～

教育講演会 
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